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日曜健診について
名南病院では、日ごろなかなか検診を受けたいが仕事

などで平日は受けられないなどの方を対象に日曜健診を
行います。予約制で人数に限りがありますので、お早め
に予約を御願いします。

日曜健診の案内
日時：3月4日（日）午前9時
内容：成人基本健康診査
肺がん健診（内科健診とセットで実施、単独実施は不可）
大腸がん健診（内科健診とセットで実施、単独実施は不可）
その他なごやか健診・友の会健診・C型B型肝炎ウィルス検

査・前立腺がん検診などがあります。予約は電話でも承って
います。詳しくは名南病院までお気軽にお問い合わせ下さい。

名南病院 TEL 691-3171（代）
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全
国
の
署
名
が
大
き
な

力
。
民
医
連
単
独
で
の

請
願
が
、
創
立
以
来
は

じ
め
て
国
会
で
採
択
。

「
看
護
師
増
や
し
て
」
署
名

は
、
名
南
会
で
も
昨
年
５
月

の
法
人
定
時
総
会
案
内
に
同

封
し
、
社
員
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
以
後
、
健
康
友

の
会
や
患
者
様
な
ど
多
く
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
全
国
で
は
、
８７
万
筆
を

超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

の
１０
月
２７
日
に
は
、
東
京
で

開
か
れ
た
「
医
師
、
看
護
師

増
や
せ
中
央
集
会
」
に
は
全

国
か
ら
医
師
・
看
護
師
ら

５，
３
０
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
名
古
屋
に
お

い
て
も
、
民
医
連
は
医
労
連

（
労
働
組
合
）
な
ど
と
も
協

力
し
「
白
衣
の
宣
伝
行
動
」

な
ど
で
運
動
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
昨
年
１２
月
衆
参
両
議

院
本
会
議
に
お
い
て
「
安
心

で
行
き
届
い
た
医
療
は
国
民

の
願
い
で
す
。
看
護
師
を
は

じ
め
と
し
た
医
療
従
事
者
を

増
や
し
て
く
だ
さ
い
。
」
の

請
願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
民
医
連
単
独
で

の
請
願
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

国
会
で
採
択
さ
れ
た
こ
と

は
、
民
医
連
創
立
以
来
初
め

て
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
と

共
同
組
織
の
方
々
と
の
運
動

が
、
社
会
的
に
も
大
き
な
反

響
と
支
持
を
得
て
、
国
政
に

届
き
、
政
治
を
動
か
す
流
れ

を
創
り
ま
し
た
。

看
護
師
が
運
動
に
自
ら

立
ち
上
が
っ
た
こ
と
、

民
医
連
と
共
同
組
織
の

共
同
が
運
動
の
推
進
力

こ
の
成
果
は
、
①
現
場
か

ら
看
護
師
が
、
看
護
師
自
ら

の
運
動
と
し
て
立
ち
上
が
り

先
頭
に
立
っ
た
こ
と
、
②
厚

生
労
働
省
な
ど
粘
り
強
く
交

渉
を
行
っ
た
こ
と
、
③
共
同

組
織
、
他
団
体
と
の
共
同
が

か
つ
て
な
い
広
が
り
を
生
ん

だ
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま

す
。
私
た
ち
の
声
は
国
会
に

届
き
ま
し
た
が
、
今
す
ぐ
に

看
護
師
が
増
員
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

国
や
地
方
自
治
体
の
政
治
で

実
行
さ
せ
る
運
動
が
引
き
続

き
必
要
で
す
。
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社員さん・友の会会員の皆さんの署名へのご協力ありがとうございました。
国や地方の政治で実行させる運動に引き続きご協力をお願いいたします。

2007年  社会保障の拡充で、
安心で健康に暮らせる社会を

調査での高齢者の方々の声
●月1万円ぐらい収入が減った。少しづ
つ切り詰めながら生活している。
●訪問介護や外来リハビリが制限され、困
っている。（14人）
●国保や介護の保険料負担が大変。（9人）
●年金を上げて欲しい。医療費の負担を
少なくして欲しい。（12人）
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０
０
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選
挙
は
国
や
自
治
体
施
策
を
転
換
さ

せ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス（
４
月
地
方
選
挙
、

７
月
参
議
院
選
挙
）
私
た
ち
の
声
を
議

会
に
届
け
、
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
！

●
小
泉
構
造
改
革
は
、

格
差
と
不
平
等
を
拡
大

小
泉
内
閣
の
５
年
間
で
、
高
齢
者
は
社
会
保
障
の
自

己
負
担
が
増
え
、
医
療
や
介
護
が
受
け
に
く
く
な
り
、

年
金
も
下
が
り
ま
し
た
。
正
規
社
員
が
減
り
、
パ
ー
ト

や
派
遣
労
働
者
が
増
え
、
若
者
は
将
来
の
見
通
し
が
立

ち
ま
せ
ん
。
低
所
得
者
も
増
加
し
、
平
均
所
得
５
８
０

万
以
下
は
６０
％
以
上
に
。
ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
も
急

増
し
、
経
済
苦
を
理
由
と
す
る
自
殺
者
も
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
小
泉
「
構
造
改
革
」
と
は
、
ま
さ
に
格
差
と

不
平
等
の
拡
大
で
し
た
。

●
国
保
料（
税
）、

４
７
０
万
世
帯

払
え
ず（
全
世
帯
の
２０
％
）

国
民
の
４０
％
が
加
入
し
て
い

る
国
民
健
康
保
険
。
滞
納
世
帯

は
２
０
０
５
年
６
月
現
在
４
７

０
万
世
帯
で
全
世
帯
の
１
８．

９
％
に
。
滞
納
し
た
場
合
に
は
、

「
短
期
証（
有
効
期
限
が
短
い
）」、

「
資
格
証
明
書
（
窓
口
で
医
療

費
全
額
自
己
負
担
）
」
も
年
々

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
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70歳以上の現役並所得者

2008年 4月から
70歳～75歳

2割

1割

3割
負 担

2割
負 担

※
現
役
並
所
得
者
と
は
、

　

年
収
で
夫
婦
世
帯
5
2
0
万
円
以
上
、

　

単
身
世
帯
で
3
8
0
万
円
以
上

高
齢
者
の
窓
口
負
担
増

●
高
齢
者
に

重
い
負
担

昨
年
11
月
、
全
日
本
医
連
の

と
り
く
み
で
「
高
齢
者
の
医

療
・
介
護
・
生
活
実
態
調

査
」。
名
南
会
で
は
１
４
４
件

の
高
齢
者
の
方
を
地
域
訪
問

し
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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名 南 会

2007年法律相談
（初回相談のみ無料）

※事前に電話予約が必要です。
※電話の際、名南会社員、名南、中川健康友の
会員である旨、申し出てください。

お問い合わせ・ご予約は

（052）682－3211

●日時：毎月第1・3火曜日
ＰＭ5：00～7：00

●名古屋南部法律事務所
（熱田区神宮2丁目6－16南陽ビル）

担当弁護士に相談できます

2月20日
3月 6日・20日

・活動に反映させる

最近寄せられた意見と回答（一部を紹介します）

第26回名南病院利用委員
会

みんなの声を医療

2007年1月11日開催

名
南
病
院
に
配
属
さ
れ
１

年
に
な
り
ま
す
が
、
在
宅
か

ら
嚥
下
障
害
を
有
し
入
院
さ

れ
る
患
者
様
は
高
齢
者
が
占

め
、
介
護
者
も
高
齢
で
あ
る

例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
、
経
口
摂
取
で
在

宅
復
帰
さ
れ
た
方
を
紹
介
し

ま
す
。
そ
の
方
は
１
０
０
歳

の
女
性
で
す
。
発
熱
・
脱
水

で
８
月
末
に
入
院
さ
れ
ま
し

た
。
熱
は
治
ま
り
ま
し
た
が
、

傾
眠
が
続
き
、
食
事
は
口
に

溜
ま
り
摂
取
困
難
で
し
た
。

家
で
も
ラ
コ
ー
ル
を
飲
ん
で

い
た
と
の
事
で
、
引
き
続
き

摂
取
を
促
し
ま
し
た
が
、
摂

取
量
の
改
善
は
み
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
介
護
者
で
あ
る

お
嫁
さ
ん
も
高
齢
で
、
水
分

や
と
ろ
み
つ
け
な
ど
、
そ
の

場
で
は
理
解
で
き
て
も
、
忘

れ
て
し
ま
う
よ
う
で
し
た
。

し
ば
ら
く
点
滴
管
理
で
ラ
コ

ー
ル
摂
取
を
進
め
て
い
ま
し

た
が
、
１１
月
上
旬
看
護
師
の

方
か
ら
意
識
レ
ベ
ル
が
改
善

し
た
の
で
食
事
摂
取
も
可
能

で
は
な
い
か
と
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
少
量
か
ら
開
始
し

ス
タ
ッ
フ
が
摂
食
介
助
を
続

け
た
と
こ
ろ
、
全
粥
・
き
ざ

み
食
が
摂
取
可
能
と
な
り
、

１１
月
下
旬
に
退
院
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
退
院
し
て
１０

日
後
に
微
熱
が
続
き
再
入
院

さ
れ
ま
し
た
。
家
で
は
食
事

摂
取
が
進
ま
ず
、
ラ
コ
ー
ル

な
ど
と
ろ
み
を
つ
け
ず
に
摂

取
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
お
嫁
さ
ん
か
ら
「
病
院
で

は
皆
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
食

べ
れ
て
た
け
ど
、
私
た
ち
は

食
べ
な
い
と
あ
き
ら
め
て
し

ま
う
か
ら
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

症
例
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

と
は
、
多
職
種
と
の
情
報
交

換
や
連
携
の
大
切
さ
、
そ
し

て
老
々
介
護
の
難
し
さ
で

す
。
入
院
時
に
は
予
想
さ
え

し
な
か
っ
た
経
口
摂
取
で
退

院
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
患
者
様
の
細
か
い
変
化

に
気
づ
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
情

報
や
働
き
か
け
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
老
々
介
護

で
あ
る
上
、
家
で
適
切
な
介

護
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

く
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

高
齢
で
あ
る
介
護
者
に
向
け

た
指
導
方
法
や
退
院
後
の
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
が
今
後
の
課
題

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
で
も
何
度

か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

耳
に
し
た
方
も
い
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
が
、
昨
年
四
月
の
診
療
報

酬
改
定
で
、
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
疾

患
と
期
間
に
制
限
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
は
、
疾

患
別
に
大
き
く
４
つ
の
枠
に
分
け

ら
れ
、
発
症
日
か
ら
数
え
ら
れ
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
脳
血
管
疾
患

の
リ
ハ
ビ
リ
は
１
８
０
日
、
運
動

器
リ
ハ
ビ
リ
・
心
大
血
管
疾
患
の

リ
ハ
ビ
リ
は
１
５
０
日
、
呼
吸
器

の
リ
ハ
ビ
リ
は
90
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。
以
前
か
ら
脳
梗
塞
後
の
後

遺
症
な
ど
で
外
来
通
院
さ
れ
て
い

た
方
な
ど
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要
が
あ

っ
て
も
、
昨
年
の
８
月
・
９
月
を

も
っ
て
打
ち
切
ら
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
以
外
に
、
急
性

期
の
病
院
か
ら
名
南
ふ
れ

あ
い
病
院
な
ど
回
復
期
病

棟
へ
の
転
院
可
能
な
期
間

も
、
疾
患
別
に
発
症
か
ら

１
〜
２
ヵ
月
以
内
に
限
ら

れ
、
転
院
後
も
60
日
〜
１

８
０
日
以
内
し
か
リ
ハ
ビ

リ
が
行
え
ま
せ
ん
。
た
と

え
ば
、
脳
梗
塞
で
入
院
し
、

そ
の
日
か
ら
数
え
て
期
間

一
杯
の
60
日
目
に
回
復
期

病
棟
へ
転
院
し
て
、
そ
こ

か
ら
最
大
１
５
０
日
、
つ

ま
り
、
発
症
か
ら
２
１
０
日
目
以

降
は
リ
ハ
ビ
リ
が
行
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
降
必
要
な
ら
ば
介
護
保
険

制
度
（
老
健
・
デ
ィ
ケ
ア
・
訪
問

リ
ハ
な
ど
）
の
も
と
で
リ
ハ
ビ
リ

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
介
護
保
険
に
も
制
約
が
あ
り
、

必
ず
し
も
十
分
な
リ
ハ
ビ
リ
が
行

え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

Q１階外来の障害者トイレをた
びたび使用しますが、そのたび

にシャワートイレが作動しないの
で困ります。

Aご迷惑をおかけして申し訳ご
ざいませんでした。便座等の

点検をし、即座に修理対応させて
いただきます。

（利用委員会とは）
2ヵ月に1回定例にて、地域の社員さん・友の会員さん・患者さんの代

表（現在は4名）と職員（副院長、総看護課長、技術部長、事務長の4名）

の計8名で、病院内に置かれている意見箱や地域で聞かれる意見をもとに、

患者さんがもっと快適に名南病院を利用していただけるよう、利用委員会

を開催し活動しています。

（地域の意見など、委員会で出された意見）
●外来の車イスで個人名が明記されているもの（個人の方から寄贈のため）

があり、使いづらいので「外来用」と書き換えるなどしたほうが良いと

いう意見が出され、点検し対応することとした。

●最近、放置自転車が増えてきたようであるとの意見が出され、対応する。

●１月に、健康友の会の新春大須初詣・初笑いの企画があったが、職員、

特に医師もそのような企画に参加して欲しいと意見が出された。

●他の院所を見学などして、他の良いところを名南病院にも生かせる活動

も今後計画してはどうかとの意見が出され、今後検討する。

役 に 立 つ 制 度 の話 医療費控除について

◆医療費控除の概要
自分自身や家族のために医療費を支払った場合に

は、一定の金額の所得控除を受けることができます。
これを医療費控除といいます。医療費控除は、所得
金額から一定の金額を差し引くもので、控除を受け
た金額に応じた所得税が軽減されます。

◆医療費控除の対象となる医療費の要件
●納税者が自分自身または自分と生計を一にする
配偶者やその他の親族のために支払った医療費
であること。
●その年の1月1日から12月31日までに支払
った医療費であること。

◆医療費控除の対象となる金額
医療費控除の対象となる金額は、次の式で計算し

た金額（最高200万円）です。
（実際に支払った医療費の合計金額ーイの金額）ー
ロの金額
イ．保険金などで補填される金額

例）生命保険契約などで支給される入院費給付金健
康保険などで支給される療養費、家族療養費、
出産育児一時金など

ロ．10万円
（その年の所得金額の合計が200万円未満の人はそ
の5％の金額）
※詳しい金額等については税務署でご確認くださ
い。

■ おむつ代
傷病により、おおむね6ヵ月以上寝たきりの状態

にあり、医師の治療を受けている人の　
おむつの費用は医療費控除の対象となります。
その傷病を継続して治療をおこなっている医師の

証明（「おむつ使用証明書」）が必要です。
医療費控除を受けるのが2年目以降で、控除を受

ける当該年に要介護認定・要支援認定を受けている
場合、要介護認定等の際に主治医が記入した「主治
医意見書」記載事項のうち、

●主治医意見書記入年月日がおむつを使用した年で
ある
●「障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）が
「寝たきり（ＢまたはＣ）」である
●尿失禁の発生可能性がある

ーの３つの事項の該当が確認されれば、その確認
した書類（「確認書」）をもって、「おむつ使用証
明書」にかえることができます。
「確認書」発行の申し出先　区役所介護福祉課

（要介護認定等の実施区）
「おむつ代の医療費控除の証明に関する主治医
意見書の記載事項の確認願」を提出します。
ー確認の結果、必要な事項が記載されている場合
には、「確認書」が発行されます。
※必要事項が記載されていない場合には、「確認書」
は発行されません。
※確認書が発行されない場合や、要介護認定等を受
けていない場合には、２年目以降も「おむつ使用
証明書」が必要です。

名南病院　リハビリテーション科　ST加藤ゆり

高齢で嚥下障害のある方が、
多職種の連携で、食事経口摂取可能で退院へ

名南病院
稲熊

理学療法士

 



新
年
恒
例
の
『
大
須
観
音
初

詣
・
大
須
演
芸
場
初
笑
い
』。
今
年

は
、
１
６
４
名
の
み
な
さ
ん
で
１

階
・
２
階
と
も
ほ
ぼ
満
席
の
賑
わ
い

と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画
で
は
、『
ふ

れ
あ
い
合
唱
団
』
の
み
な
さ
ん
が
、

会
場
と
一
緒
に
歌
声
を
聞
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

『
２
０
０
６
年
は
、
高
齢
者
、
病

気
の
方
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
働

く
ひ
と
び
と
と
そ
の
家
族
の
生
活
を

土
台
か
ら
打
ち
壊
す
政
策
が
吹
き
荒

れ
た
一
年
で
し
た
。』『
し
か
も
こ
れ

は
、
ま
だ
前
哨
戦
。
小
泉
「
構
造
改

革
」
は
、
忠
実
な
後
継
者
、
安
倍
内

閣
が
、
一
層
露
骨
な
生
活
破
壊
を
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。』
水
野

会
長
の
開
会
挨
拶
に
は
、
例
年
に
な

く
熱
が
入
り
ま
す
。

『
し
か
し
、
み
な
さ
ん
、
私
た
ち

に
は
、
憲
法
が
あ
り
ま
す
。
政
治
を

た
だ
す
権
利
を
も
っ
て
い
ま
す
。
今

日
は
、
ど
ん
な
悪
政
も
笑
い
飛
ば
し

て
し
ま
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
っ
ぷ
り

も
ら
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
班

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。』知

事
選
候
補
の
阿
部
精
六
さ
ん

は
、『
県
民
を
誤
っ
た
国
政
か
ら
守

り
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
に
重
心
を
置

い
た
あ
た
り
ま
え
の
県
政
を
実
現

し
、
県
民
の
笑
顔
を
取
り
戻
し
ま

す
。』
と
訴
え
、
満
場
の
拍
手
が
。

ま
た
、
市
議
選
候
補
の
佐
野
た
か

ふ
み
さ
ん
、
参
院
選
候
補
の
八
田
ひ

ろ
子
さ
ん
か
ら
も
、
地
方
政
治
・
国

政
の
問
題
を
含
め
て
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
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昨年を大きく上回る参加で場内は満席

新年あいさつ
水野会長

友の会のみなさんとはすっかり顔なじみの
佐野さん。八田さんも来場

演
目
は
、
席
亭
さ
ん
の
配

慮
で
前
年
の
８
割
を
入
れ
替

え
て
い
た
だ
き
、
落
語
・
漫

談
・
そ
っ
く
り
シ
ョ
ー
な
ど

７
演
目
で
２
時
間
た
っ
ぷ
り

楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
お
弁
当
も
目
先
を
変
え
て
、『
千
寿
』

の
『
天
む
す
弁
当
』
を
で
き
た
て
ほ
や
ほ
や

で
届
け
て
も
ら
い
、『
温
か
い
ね
。』『
お
い
し

い
し
、
丁
度
食
べ
き
れ
る
分
量
』
と
好
評
。

『
悪
政
』
で
溜
ま
っ
た
一
年
分
の
ウ
サ
も
す

っ
か
り
笑
い
飛
ば
し
て
、
今
年
も
力
を
合
わ

せ
、
良
い
年
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

名南会の設立当時から
尽力して下さった阿部さん

ふれあい合唱団のみなさん。オープニングアトラクションとして、
会場のみなさんと一緒に歌声を披露してくれました
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オープニングの進行は
鎌田さんが担当
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入場受付は大忙し

国民生活
投げ捨て

政治。

笑い飛ば
して、正し

ていきまし
ょう！
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日　曜 開 始 時 間 班　名　等 会　　場内　　容　　等
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

１６
〃
〃
１７
〃
２１
２２
２３
２４
〃
２６
２７
〃
１
３
５
６
〃
１０
〃
〃
１２
１３
１４
１５

金
〃
〃
土
〃
水
木
金
土
〃
月
火
〃
木
土
月
火
〃
土
〃
〃
月
火
水
木

名南診療所２階
鬼頭様宅
デイケアえんがわ
中川診デイケア室
伝馬コミセン
名南病院多目的室
中川診療所友の会室
さくらコミセン
中川診デイケア室
中川診デイケア室
湯浅様宅
名南診待合室
名南病院多目的室
天白農業センター
中川診デイケア室
佐藤様宅
名南診待合室
水谷様宅
伝馬コミセン
鎌田様宅
中川診デイケア室
名南病院多目的室
名南診待合室
名南病院多目的室
中川診友の会室

１３：３０～
１４：００～
１９：００～
１４：００～
１４：００～
１４：００～
１３：００～
１４：００～
１０：００～
１４：００～
１９：００～
１３：００～
１３：３０～
１４：００～
１４：００～
１５：３０～
１４：００～
１９：００～
１４：００～
１４：００～
１４：００～
１４：００～
１３：３０～
１４：００～
１３：００～

行
事
予
定 

2
0
0
7
年

3

2・
月

名南診療所趣味の会
五条北班
えんがわ班
ヨ　ガ　班
豊北・診療所合同班会
コスモス班
中川診療所絵手紙教室
さくら班
ティータイム班
ヨ　ガ　班
北原・ひよこ合同班会
名南診療所絵手紙教室
名南病院ちぎり絵教室
観音・五条・三条合同班会
ヨガ班
滝の水班
内田橋西班
御剱班
豊北・診療所合同班会
ひまわり班
ヨガ班
堤班
名南診療所絵手紙教室
真栄木場・東築地班
中川診療所絵手紙教室

  内容は未定
『花粉症、予防と治療』
『いつでも元気』学習会
  ヨガ教室
『いつでも元気』学習会
  血流チェック+健康チェック
  絵手紙教室
『いつでも元気』学習会
  お茶と『元気』学習会
  ヨガ教室
『いつでも元気』学習会
  絵手紙教室
  ちぎり絵教室
  梅の花見散歩会
  ヨガ教室
  調整中
『いつでも元気』学習会
『いつでも元気』学習会
『いつでも元気』学習会
『いつでも元気』学習会
  ヨガ教室
『花粉症、予防と治療』
  絵手紙教室
『いつでも元気』学習会
  絵手紙教室

『
お
し
ゃ
べ
り
会
席
』

で
忘
年
会

12
月
22
日
、
今
年
一
年
、
お

互
い
に
元
気
で
暮
ら
せ
た
こ
と

を
祝
い
、
２
０
０
７
年
も
『
元

気
で
行
こ
う
』
と
年
末
の
班
会

は
、
忘
年
会
に
な
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
、
戸
部
下
班

と
さ
く
ら
班
の
み
な
さ
ん
。

会
場
は
、
『
ま
る
は
ち
』
。

（
桜
台
の
牛
肉
専
門
店
。
店
舗

の
上
階
が
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な
っ

て
い
る
）
お
値
打
ち
な
『
お
し

ゃ
べ
り
会
席
』
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

『
あ
れ
も
あ
っ
た
。』『
こ
れ

も
ひ
ど
い
話
。』
と
話
し
あ
っ

て
い
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か
、

暮
ら
し
を
直
撃
し
て
き
た
、
医

療
・
介
護
・
税
金
の
話
で
血
圧

が
心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、

話
題
は
、『
来
年
の
選
挙
で
、
生

活
破
壊
の
国
政
を
ス
ト
ッ
プ
。』

と
い
う
と
こ
ろ
に
。

『
い
つ
で
も
元
気
』

で
さ
ら
に
お
値
打
ち

そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
は
、『
い

つ
で
も
元
気
』
の
還
元
金
を
プ

ー
ル
し
て
あ
り
、
忘
年
会
や
そ

の
他
の
班
の
行
事
で
活
用
し
て

い
ま
す
。

今
回
も
還
元
金
を
使
っ
て
、

『
お
し
ゃ
べ
り
＋
お
値
打
ち
会

席
』
を
楽
し
み
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
も
元
気
に
ボ
ツ

ボ
ツ
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
１１
月
７
日
か
ら
１２
月
の

上
旬
に
か
け
て
、
全
日
本
民
医

連
が
全
国
の
院
所
お
よ
び
共
同

組
織
の
み
な
さ
ん
に
よ
び
か
け

て
実
施
さ
れ
た
『
高
齢
者
の
医

療
・
介
護
・
生
活
実
態
調
査
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
規
模
で

高
齢
者
の
生
活
実
態
を
個
別
に

聞
き
取
る
形
式
で
正
確
に
調
査

し
、
そ
の
分
析
結
果
を
も
と
に

し
て
、
政
府
や
地
方
自
治
体
に

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
年
金
な

ど
の
制
度
改
善
を
求
め
て
い
く

運
動
の
土
台
と
な
る
事
実
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
目
的

で
す
。（
約
２
万
人
に
実
施
）

聞
き
取
り
調
査
に

友
の
会
も
協
力

友
の
会
役
員
会
で
は
、
愛
知

民
医
連
か
ら
名
南
会
を
通
し
て

調
査
の
趣
旨
説
明
と
協
力
要
請

を
受
け
、
で
き
る
か
ぎ
り
会
員

の
み
な
さ
ん
に
聞
き
取
り
調
査

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、延
べ
１

４
４
人
の
会
員
さ
ん
や
患
者
さ

ま
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
お
時
間
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。ま

た
、
訪
問
に
あ
た
っ
た
職

員
は
、
各
職
種
混
合
で
、
延
べ

１
０
８
人
。
友
の
会
の
役
員
・

会
員
か
ら
も
７
人
が
参
加
し
ま

し
た
。（
調
査
結
果
の
集
計
・

分
析
は
、
現
在
全
日
本
民
医
連

で
作
業
中
）

驚
き
と
怒
り
の

体
験
で
し
た
。

こ
の
調
査
の
目
的
は
、
高
齢

者
の
生
活
を
つ
ぶ
さ
に
聞
き
取

り
、
国
の
社
会
保
障
制
度
等
の

改
善
を
求
め
る
運
動
を
、
科
学

的
な
根
拠
を
も
っ
て
、
一
層
強

め
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
調
査
に
あ
た
っ
た

１
０
０
人
を
こ
え
る
職
員
の
報

告
か
ら
は
、
高
齢
者
の
生
活
の

実
情
を
学
ぶ
と
い
う
レ
ベ
ル
を

超
え
て
、
そ
の
実
態
に
驚
き
、

戸
惑
い
、怒
り
、ま
た
、自
ら
の

認
識
の
不
十
分
さ
を
反
省
す
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
友
の
会
と

職
員
と
の
き
ず
な
を
今
後
い
っ

そ
う
強
め
て
い
く
貴
重
な
契
機

と
な
り
ま
し
た
。
友
の
会
と
し

て
は
、『
安
心
し
て
、住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
』の
取
り

組
み
を
名
南
会
の
職
員
と
力
を

あ
わ
せ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

戸部下班・
さくら班合同
忘年会班会

班
会

レ
ポ
ー
ト

寒
い
二
月
と
は
い
え
、
元

旦
か
ら
約
一
ヵ
月
で
日
照
時

間
は
、
３９
分
も
長
く
な
り
ま

し
た
。

目
に
は
見
え
な
く
て
も
、

植
物
の
身
体
の
中
で
は
、
春

を
迎
え
る
準
備
が
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。

第
二
回
目
は
、
こ
の
時
期

に
欠
か
せ
な
い
薔
薇
の
剪
定

と
し
ま
し
た
。

季
節
ご
と
の
剪
定
方
法

薔
薇
は
、
ど
ん
ど
ん
伸
び
る

性
質
を
も
っ
て
お
り
、
放
っ
て

お
く
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
、

良
い
花
も
咲
き
ま
せ
ん
。

年
に
二
回
、
夏
と
秋
に

は
大
き
く
剪
定
し
、
ま
た

花
の
後
に
は
毎
回
小
さ
く

剪
定
し
ま
す
。

一
、
秋
の
剪
定
　

夏
に
長
く
伸
び
た
枝
を

１
／
３
切
捨
て
ま
す
。

二
、
冬
の
剪
定
　

秋
に
残
し
た
背
丈
を
半
分

に
剪
定
。

三
、
毎
花
後
の
剪
定

四
季
咲
薔
薇
の
花
後
、
花

の
下
に
三
枚
の
葉
が
一
つ

か
二
つ
出
て
い
ま
す
。
五

枚
葉
の
上
で
切
っ
て
、
三

枚
葉
を
残
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

特
に
、
こ
の
冬
の
時
期
の
剪

定
で
は
、
細
く
貧
弱
な
枝
や
、

枯
れ
枝
は
全
部
切
っ
て
風
の
通

り
を
良
く
し
ま
す
。

つ
い
で
に
、
接
木
の
時
の
台

木
か
ら
太
い
枝
が
出
て
い
た
ら
、

そ
れ
は
茨
で
す
の
で
、
付
け
根

か
ら
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

剪
定
後
の
施
肥

薔
薇
は
、『
肥
料
食
い
』
で
す
。

秋
の
剪
定
が
終
わ
っ
た
ら
地
植

の
場
合
は
寒
肥
を
、
春
の
花
が

お
わ
っ
た
ら
、
鉢
植
え
・
地
植

え
と
も
に
、
お
礼
肥
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。

仮
に
、
冬
の
剪
定
が
遅
れ
て

三
月
頃
に
切
る
と
、
切
り
口
か

ら
樹
液
が
溢
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
樹
液
は
、
秋
に
地
上
の
部

分
か
ら
根
の
方
へ
養
分
を
下
ろ

し
て
、
春
に
新
芽
を
伸
ば
し
、

葉
を
つ
く
り
花
を
咲
か
せ
る
た

め
の
栄
養
分
の
蓄
え
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
冬
の
剪
定
は
、

お
忘
れ
な
く
、
お
早
め
に
。

（
観
音
町
　
牧
田
　
茂
）

薔
薇
冬
の
剪
定 ２００７年も元気

にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！
２００７年も元気
にいきましょう！

おいしい料理に話もはずみます

『月4万円の年金で家賃3万5千円！』

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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2007年2月より

完全予約制）

出題 大森久紀
名南診療所所長

第
23
回

〔
パ
ズ
ル
の
解
き
方
〕

ク
ロ
ス
を
解
い
て
グ
レ
イ
の
マ
ス
の
A
〜
Ｌ
に
は
い
る
文
字
を
順
に
並
べ
て
、

出
来
た
言
葉
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。
※
M
〜
P
に
は
（
メ
イ
ナ
ン
）
と
入
り
ま
す
。

正解者の中から抽選で3名の方に図書券をさし
あげます。
（応募要領）締め切り2月末
答えを、ハガキで名南会本部事務局まで送って
ください。
〒457-0841 名古屋市南区豊田5丁目15―18

名南会本部事務局パズル係
「めいなん」新聞への感想や近況などお書き添え
ください。その他、寄稿・詩・短歌・マンガ・
写真などの投稿も募集しています。

21

19

14

5 6

7

1

8

11

18

C

D

H

L

F

10

15

M

J

K

9

17

23 24

B

13

16

22

G

P

I

O

3 42

A

20

N

12

E

1

日
本
で
一
番
高
い
山
で
す

2

争
っ
て
い
た
当
事
者
が
お
互
い
に
譲
歩
し
あ
っ

て
争
い
を
や
め
る
約
束
を
す
る
こ
と

3

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
日
本
語
で
い
う
と

4

＄
（
ア
メ
リ
カ
の
通
貨
の
単
位
）

5

一
見
羊
羹
に
も
似
た
名
古
屋
の
名
物

6
「
□
□
□
□
□
□
□
□
ス
イ
ミ
ン
グ
」

水
泳
競

技
で
す
が
ス
ピ
ー
ド
で
は
な
く
て
技
術
や
芸
術

性
な
ど
を
競
い
ま
す

９
「
地
動
□
□
」、「
天
動
□
□
」、「
伝
□
□
」、「
小

□
□
」、「
学
□
□
」、「
俗
□
□
」

11

生
き
た
ま
ま
仏
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
人

14
「
□
□
□
師
」
＝
ピ
エ
ロ

15

ラ
ー
メ
ン
の
一
種
、「
湯
麺
」
と
書
き
ま
す

16
「
□
□
□
の
王
様
」
は
マ
ラ
ソ
ン
の
ア
ベ
ベ
（
古

い
！
）、「
□
□
□
の
ゲ
ン
」
は
戦
争
の
漫
画

17

調
理
の
こ
と
、煮
た
り
炊
い
た
り
す
る
こ
と
で
す

19

死
後
に
残
さ
れ
た
財
産

21
「
□
□
が
合
う
」、「
□
□
を
殺
す
」、「
□
□
が
絶

え
る
」、「
□
□
を
つ
く
」、「
□
□
を
の
む
」

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

担当 総務部 日比
医療法人 名南会本部事務局

〒457-0841 名古屋市南区豊田五丁目15番18号

病院・老健・訪問
看護・診療所の連
携により、救急から
リハビリ・在宅ま
で、医療・介護のネ
ットワークが揃っ
ている名南会で働
いてみませんか。

募集中

介護福祉士（常勤・パート職員）
介護職員（常勤・パート職員）
調理職員（パート職員）
臨床検査技師（パート職員）

新年のあいさつを行う 三宅隆史病院長

名南病院では、1月5日（金）午後2
時から、職責者を対象に、新年集会を行
いました。集会の中で、院長をはじめ、
総看護師長や事務長より、名南病院の
今後の方向性などが語られました。

名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院名南病院

新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会新年集会

1 月 5 日（金）

〈こたえ〉

〈ヒント〉

メ
イ
ナ
ン

1 自分にしっかりした考えが無く、むやみに他人
の意見に同調すること

7 他人の世話にならずに自力で生活すること
8 これが緩むと涙もろくなります
10 最上位⇔
12 カクテルやウイスキーの飲み方の一つ、氷を入
れて飲みます。「オン・ザ・□□□」

13 経度ゼロ、これより北が北半球でこれより南が
南半球ってことです

15 貧乏に耐えること、「□□□□生活」
16 「□□より団子」、「高嶺の□□」、「両手に□□」
17 「責□□」、「辞□□」、「留□□」、「新□□」、
「委□□」、「就□□」

18 札幌市のシンボル、澄んだ音色の鐘がなります
20  日照りや火事などに備えて用水を溜めておきま

す
22 「指図」と書きます
23  大阪・兵庫・京都・滋賀・奈良・和歌山・三重
24 「伊勢□□」「三河□□」「駿河□□」「若狭□□」
「相模□□」など（海ですよ）

◆よこのかぎ

３
８
１
号
の
答
え
は
「
こ
の
道
や
行
く
人
な
し
に
秋
の
暮
（
こ
の
み
ち
や
い（
ゆ
）く
ひ
と
な
し
に
あ
き
の
く

れ
）」（
松
尾
芭
蕉
の
句
）
11
通
の
応
募
が
あ
り
、
10
人
正
解
。

（
当
選
者
）
天
野
日
出
男
さ
ん（
南
区
弥
次
エ
町
）

山
田
満
里
子
さ
ん（
中
川
区
露
橋
町
）

加
藤
み
な
み
さ
ん（
南
区
道
徳
新
町
）

◆
た
て
の
か
ぎ
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だいこんご飯

米 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥100g
水 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥140ml
酒 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10g
塩 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1g

しょうゆ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥3g
だいこん ‥‥‥‥‥‥‥‥50g
油揚げ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5g
ほうれん草 ‥‥‥‥‥‥‥10g

● 名南ふれあい病院栄養科 夏目 紗織（管理栄養士）●

作り方
q 米は洗って水気を切り、分量の水に30分から1時間漬ける。
w だいこんは、4cmの長さで少し太めの千切りにする。
e 油揚げは熱湯をかけて油抜きし、細く切る。
r ほうれん草は、ゆでて細く切る。
t qに酒、塩、しょうゆ、w、eを入れて混ぜ、普通に炊く。
y 炊き上がったtにrを加えて、さっくり混ぜる。

リハビリテーション科 西田秀幸（理学療法士）

「簡単！転倒予防」
⑫チェック！「360度回る」

材 料（1人分）

（1人分 190kcal）

4秒以内に両方向とも
安全に回ることができ
る（図１、２、３）。

4秒以内に片方だけ安
全に回ることができ
る。

安全にゆっくり 360
度回ることができる。

見守りがあれば 360
度回ることができる。

360度回ることができ
ない。

立った状態から360
度回りましょう

テスト11．

（だいこん）
だいこんには、
食物繊維が豊富
に含まれ、整腸
効果があります。
さらに、旬のほ
うれん草を使っ
て色どりもよく
おいしくいただ
けます。

モデル：理学療法士 西田秀幸

高齢者の転倒の原因にはいろいろありますが、そのひ
とつにバランス能力があります。整備されていない道を
歩く時や、何かにつまずいたときなど、バランス能力が
低いと転倒しやすくなります。このシリーズでは1２回
に渡ってバランス能力のチェックを紹介してきました。
今回が最後のチェック項目となります。次回は今までの
チェック項目の合計点でバランス能力を診断します。

４点

3点

2点

1点

0点

（図１）

（図2）

今
の
平
和
を
か
み
し
め
、
命
あ

る
限
り
名
南
病
院
と
と
も
に

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
の
母
が
数
え
62
歳
で

亡
く
な
り
、
早
や
50
年
以
上
経
ち

ま
し
た
。
そ
れ
を
思
え
ば
、
御
ん

年
70
ウ
ン
歳
に
な
る
私
は
、
定
期

的
に
名
南
病
院
に
お
世
話
に
な
り

つ
つ
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
の
平

和
を
か
み
し
め
な
が
ら
命
あ
る
限

り
、
共
に
生
き
て
行
こ
う
と
思
い

ま
す
。

緑
区
鳴
海
町

福
岡
ち
よ
子
さ
ん

名
南
病
院
で
病
気
の
発
見
、

ガ
ン
の
手
術
も

新
聞
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
名
南
病
院
さ
ん
と
は
20
年
近

く
の
付
き
合
い
で
す
。
橋
本
病
を

見
つ
け
て
頂
い
た
り
、
胃
が
ん
手

術
も
し
て
頂
い
た
り
、
生
命
あ
る

限
り
付
き
合
っ
て
頂
き
ま
す
。

南
区

山
田
さ
ん

今
年
も
パ
ズ
ル
を
解

い
て
脳
ト
レ
、
近
況

も
報
告
し
ま
す

昨
年
は
名
南
会
の

新
聞
に
載
せ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
年
賀

状
に
〝
読
み
ま
し
た
〞
と
書
い
て

あ
り
、
声
を
か
け
ら
れ
た
り
と
。

今
年
も
脳
ト
レ
で
パ
ズ
ル
を
解
い

て
、
近
況
を
報
告
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

中
川
区
二
女
子
町

坂
野
隆
子
さ
ん

〝
赤
ひ
げ
〞
俳
優
さ
ん
の
熱

心
さ
、
人
と
し
て
の
や
さ
し

さ
に
感
動

前
進
座
〝
赤
ひ
げ
〞
（
12
月
5

日
、
愛
知
民
医
連
主
催
）
を
観
劇

し
ま
し
た
。
俳
優
さ
ん
の
熱
心
さ

が
私
の
心
を
打
ち
感
動
し
て
涙
が

流
れ
ま
し
た
。
高
橋
佑
一
郎
さ
ん

が
病
院
を
訪
れ
病
人
を
励
ま
し
た

そ
の
様
子
に
も
心
が
動
き
ま
し

た
。
私
た
ち
が
安
心
し
て
病
院
で

診
察
し
て
も
ら
え
る
様
に
願
っ
て

い
ま
す
。

南
区
道
徳
新
町

六
郷
巳
代
子
さ
ん

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

〈
俳
句
〉

母は
は

の
背せ

も
小ち
い

さ
く
な
り
し
毛
糸
け
い
と

編あ

む

登
校
と
う
こ
う

の
校
長

こ
う
ち
ょ
う

手て

を
ば
大
焚
火

お
お
た
き
び

狐
火
き
つ
ね
び

も
ほ
し
き
山
里
や
ま
ざ
と

暗く
ら

き
か
な

秀
水

雪
し
ま
く
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
の
地
蔵
様

ひ
つ
じ
田
を
跨ま
た

ぐ
や
多
度
の
赤
鳥
居

父
母
よ
り
も
永な

が

く
生
き
を
り
豆
を
食は

む
聴
雨

〈
川
柳
〉

悪わ
る

い
こ
と
し
て
ま
で
新
築
し
ん
ち
く

し
た
い
奴や
つ

お
隣と
な

り
は
何な
ん

す
る
人ひ
と

ぞ
平
成
へ
い
せ
い

の
世よ

増
税
ぞ
う
ぜ
い

と
介
護
か
い
ご

じ
り
貧ひ
ん

美
う
つ
くし
き
国く
に

鬼
笑

滝ノ水 佐藤五子さん

名古屋の大気汚染の状況が明らかに

0.06ppm以上

0.05～0.059ppm

0.04～0.049ppm

0.03～0.039ppm

0.02～0.029ppm

0.019ppm以下
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名
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テ
レ
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塔

熱田
神宮

東山動植物園

環
状
２
号
線

通
称
・
環
状
１
号
線

第8回のNO2測定は、昨年11月9日（木）～10日(金)に、4000人を越える方々の協力
（約6000カプセル）で取り組まれました。1986年以来20年の継続調査です。今回実施し
た簡易測定のTEA（トリエタノールアミン）濾紙法の値と名古屋市測定局の測定値との
相関は係数0.998で、密接な関係を示す高い相関が確かめられました。

国の環境基準を上回る地域は、港区では臨海工業地帯・名四国道周辺の昭和町・船見町・
潮見町および港栄・入船町、南区では名四・国道1号・都市高速周辺の南野・星崎町、熱
田区では国道19号および大津通が通る金山駅周辺から旗屋町・熱田神宮周辺、西区上・
中小田井および浄心・浅間町・栄生に至る庄内通・22号線周辺が高い濃度を示しました。

第8回愛知NO2簡易測定運動

（図3）

 




